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高松塚古墳の現状と今後
The present conditions and the future of the Takamatsuduka burial mound
新屋 早織
Araya Saori
文化マネジメントコース
高松塚古墳の概観
　高松塚古墳は奈良県高市郡明日香村に所在する。大きさは直径約
18メートル、高さ約5メートルで、形態は円墳である。7世紀末か
ら 8世紀初めに築造されたもので、終末期古墳に分類される。大化
元（645）年の大化の改新以降、8世紀のはじめに藤原京から平城
京に遷都された和銅3（710）年前後までの、およそ60年ほどの間
に築造された古墳と考えられている。石室内部の広さは、奥行 2.6
メートル、幅 1.0 メートル、高さは 1.1 メートルであり、天井に星
辰図、東壁に日像、西壁に月像、東、西、北壁に青龍、玄武、白虎
の四神図、東西両壁に男女各 4人ずつの人物群像が描かれた壁画古
墳である。
高松塚古墳の価値
　高松塚古墳の壁画は、星辰（星宿とも呼ぶ）、日像と月像、四神図
（青龍、白虎、玄武の図。朱雀図は確認できない。）、人物群像の４つ
に分類することができる。星宿、日月、四神と人物群像という題材は、
おのおの意味の異なるものが描かれている。星宿、日月、四神は被葬
者の地位、身分を象徴するものである。それに対して人物群像は、被
葬者の従者として人間の精神的なものを表現しているとされている。
　従来装飾古墳と称されてきた古墳には、円形や三角形などを配した
幾学的文様や、なにかよくわからない物語的な表現がみられる。この
ように、古墳の中に壁画を描くことは決して珍しいことではない。
　しかし、高松塚古墳の壁画は性格が異なる。高松塚の場合、壁面
に直に描かれるのではなく、凝灰岩の切石に薄く塗られた良質の漆
喰の上に壁画が描かれている。さらに壁画の内容は、星辰図、日月像、
四神図、人物群像といった、中国の思想の影響を受けた象徴性の深
いモチーフや、幾学的な文様ではなく人物が描かれており、題材や
筆づかい、色づかいなどの観点から見て極めて芸術性が高く、明ら
かに従来知られてきた装飾古墳とは異なる。
発見されてから今日まで
　村史編纂事業の一環として昭和47（1972）年 3月 1日から高松
塚古墳の発掘調査が行われ、発掘作業中の同月21日に我が国初の極
彩色の古墳壁画が発見された。その後、昭和 48年 4月 23 日に古
墳全体が特別史跡に指定され、翌年 4月 17日に壁画が国宝に指定
された。壁画の貴重性と脆弱さを配慮し、高松塚古墳は昭和47年 4
月 6日から今日に至るまで、文化庁によって管理されてきた。
　平成15年 3月頃から、カビによる壁画汚染が予想以上に広がり、
壁画の状態が急激に悪化していることが新聞紙上で伝えられ始めた。
平成 17年 6月 27日、現地での保存は困難だと判断した文化庁は、
高松塚古墳壁画を解体して保存することを決定した。それまで最良
の方法だと考えられていた発掘前の環境を変えずに自然に近い状態
を保存施設で作り出し、現地で保存するという方針には、いったい
どのような問題があったのだろうか。モノを永久に良好な状態で保
存することは絶対に不可能ではある。しかし、1300 年以上も保た
れてきた状態が、昭和47年から 30年程度の間に著しく悪化したの
には何らかの原因があったことは確かである（写真1）（写真2）。そ
して後にその原因のひとつと考えられるような事件が発覚した。
　平成18年 4月、文化庁のずさんな管理体制が新聞で報道された。
第一に、平成14年の石槨内のカビの除去作業中に壁画を傷つけてい
て、それを 4年間も公表しなかったこと。第二に、平成 13年 2月
に墳丘土の崩落防止工事をした際、同庁のマニュアルに反して工事
関係者が防護服を着ないで作業をしており、そのことが同年 3月に
石槨外に大量のカビが確認され、12月には石槨内でカビの大量発生
が確認された原因とされていたことなどである。さらに、平成14年
の 1月に修復作業中に壁画に電気スタンドを接触させて 5か所も傷
をつけていたことや、カビ落としの薬品を試しに使用して壁画を変
色させたこと、平成 13年の時点で東壁の青龍部分に除去が困難な
黒カビの発生が確認されていたにもかかわらず、公表しなかったこ
となどが報じられた。これらのどの情報もこの時点まで公表されず、
さらに同庁は劣化を認識していたにもかかわらず明日香村にすら事
実を伝えていなかった。
　防護服の無着用や損傷事故、防カビ剤を試みに使って壁画を変色
させる、情報の非公開、報告をしないなどあらゆる面から考えても
国宝を扱っているとは思えない行動ばかりである。地球環境の変化
も原因のひとつかもしれないが、担当者がしっかりと責任を持って
保存修復していたらこんなに悪化することはなかったに違いない。
　平成 18年 10月 2日、これ以上の壁画劣化をくい止めるために、
石室解体のための発掘作業が始まった。翌年の 4月 5日から石室解
体は着手され、16枚の石材で構築されていた石室が無事に解体され
た。16枚の石材は明日香村にある保存修理施設に搬入され、修理の
様子は一般公開された。解体された壁画は現在もなお明日香村の修
理施設で保管されている。
今後の展望
　まず、文化財の保護の基本的な理念であるが、世界遺産条約では
文化財を守るにあたり、保護、保全、保存という 3つの方針が使い
分けられている。保護（保護地域）は、人為、自然現象にかかわら
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ず保護対象へのマイナス要因を除去して管理すること。保全は、賢
明で合理的な利用を目指した積極的で統括的な管理のことである。
保存は、保護対象物に対していっさい手を加えずに管理することと
されている。
　このように、各々の文化財に適した方針がいくつか並立すること
で、文化財はより長く保存することができたり、良好な状態で保存
できる期間は短くなるかもしれないが、公開されることによって社
会に貢献することもできる。現状保存が文化財にとって最良である
のか、そうではないのかを見極め、さらに個々の文化財に適した保
存の仕方や活用ができるような柔軟性のある政策が文化財保護にお
いて重要になると考える。したがって、高松塚古墳も、古墳にとっ
て最良の保存と活用がされなければいけなかったし、現状のあり方
では許されないのである。
　次に、文化財の管理体制についてだが、近年では、地域に根差し
た文化遺産は、地域ごとに地方公共団体が中心となって価値を見出
していくとともに、地域の財産として継承する取り組みの一層の充
実を図る必要があると考えられている。文化財保護の主体は国から
地域公共団体へ、さらには民間へ次第に拡大しようとしているので
ある。
　高松塚古墳壁画は文化庁によって管理され、自然的原因だけでな
く人為的原因からも劣化した。今後文化財保護は国や地域公共団体
だけでなく、民間までもが加わって行われていく傾向にあるが、高
松塚はそのような動きの中で、以前のように閉鎖的な管理下ではな
く、高松塚を守ろうとする多くの人たちの連携の取れた組織の中で
保護される必要があると考える。なぜならば、再び以前のような閉
鎖的な管理下に置かれ、一部の担当者のみが文化財の状態を把握し
ているような状況の中で、私たちが知らない間に文化財が劣化して
いくことは、もう許されないからである。私たち国民のものでもあ
る文化財が現在どのような状態で、どのように保存されているのか
を私たちは知る権利がある。たくさんの人が文化財の状態や保存の
状況を把握できるような開かれた管理下の方が、文化財を保護する
側も以前よりは緊張感を持って保存できるに違いない。
　文化財保護は、価値あるものを凍結保存することから、公開する
だけでなく、価値を維持したまま、いかに地域と将来世代に貢献で
きるように活用するかに重点が移ってきている。それは決して簡単
なことではないが、公開、活用されることで文化財自身も活かされ、
ただ保存されるよりもはるかに社会に貢献するのである。高松塚古
墳の場合、壁画においては修復が終わっても元あった墳丘内には戻
さず、これ以上の劣化が進まないような環境で管理し、その施設を
一般公開して本物の壁画の迫力をたくさんの人々に見てもらえるよ
うにするのが望ましい。墳丘に関しては、壁画を保護するために石
室が取り除かれもぬけの殻状態になり、古墳としての意義は希薄に
なってしまうかもしれないが、もともと高松塚古墳が有する歴史的
意味を把握、理解できるように整備するのが最良の策であろう。
　そのような保存方法が実現した時にこそ、壁画も古墳も各々の持
つ歴史的価値を伝えながら保存され、活用されていくのではないか
と考える。
昭和47年の高松塚古墳壁画「西壁女子群像」
平成18年の高松塚古墳壁画「西壁女子群像」
［主要参考文献］
○網干善教『高松塚古墳の研究』角川書店、1999
○朝日新聞縮刷版 1972 年 3 月号～ 2009 年 11 月号
○根木昭『文化政策の展開―芸術文化の振興と文化財の保護―』放送大学教
育振興会、2007
○川村恒明監修『文化財政策概論―文化遺産保護の新たな展開に向けて―』
東海大学出版会、2002
